
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 8．用語解説 

 

  



 

【あ行】 

◆ISO14001 ···································· P.45 

ISO とは、国際標準化機構（International Organization for Standardization）のことで、国際的に通

用させる規格等を制定するための国際機関です。ISO が制定した環境保全に関する規格には、14000 番台

の番号が付けられており、このうち最も重要な環境マネジメントシステムの規格が ISO14001 として発行

されています。 

 

◆アイドリングストップ ································ P.20 

信号待ちや渋滞などで車が停止した際、エンジンを切っておくことです。燃費の向上や排気ガスの低減に

寄与します。 

 

◆アスベスト（石綿） ································· P.20 

天然の鉱物繊維です。熱や摩擦に強く，酸やアルカリにも強いなど，丈夫で変化しにくいという特性を持

っています。そのため，吸い込んで肺の中に入ると組織に刺さり，潜伏期間を経て，肺がんなどの病気を引

き起こすおそれがあります。「労働安全衛生法」や「大気汚染防止法」，「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」などで予防や飛散防止等が図られています。 

 

◆硫黄酸化物（SOx） ································· P.16 

硫黄の酸化物の総称で、二酸化硫黄、三酸化硫黄等があります。石油や石炭に含まれる硫黄分の燃焼によ

って生成されるほか、火山活動によっても発生します。二酸化硫黄は亜硫酸ガスと呼ばれており、のどや肺

を刺激し、呼吸器系に影響を及ぼすおそれがあります。工場やビルなどで使われているボイラーや焼却炉、

火力発電所が発生源となることがあります。 

 

◆石狩川クリーンアップ作戦 ······························ P.31 

石狩川振興財団が実施している運動で、河川清掃を通じて河川愛護思想を広く啓発することを目的として

います。 

 

◆一般廃棄物処理量 ·································· P.24 

ごみ処理施設で処理される一般廃棄物（日常生活に伴って排出されるごみやし尿）の量です。 

 

◆エコクッキング ··································· P.48 

市と北広島消費者協会で行う、地産地消や省エネ、食品ロス削減を伝えるための小学生向けの講座です。

規格外の野菜の使用や冷やす動力に雪を利用するなど、エコな材料を利用した調理を実際に体験してもらい

ます。 

 

◆エコ講座 ······································ P.48 

市が行う、省エネやリサイクルなどの環境問題について、「エコ・パートナーシップ北広島」のメンバー

が講師となって実施する、小学生向けの講座です。 

  



 

◆エコドライブ ···································· P.20 

自動車からの燃料消費量や二酸化炭素排出量を減らし、地球温暖化防止や大気汚染物質の排出削減につな

げる「運転技術」や「心がけ」のことです。アイドリングストップやふんわりアクセル「e スタート」、加

速・減速の少ない運転などを行います。 

 

◆エコパートナーシップ北広島 ····························· P.50 

地域住民や事業者、行政、NPO などが、幅広く分野を超えてパートナーシップを形成し、地球温暖化防

止等の環境保全を効果的に推進するための方策を協議・企画・実施し、持続可能な地域づくりの実践のため

に設立された、地球温暖化対策地域協議会です。 

 

◆エコファーマー ··································· P.19 

土づくりや減化学肥料・減農薬などの環境に優しい農業に取り組む農業者を対象として、「持続性の高い

農業生産方式の導入の促進に関する法律（持続農業法）」に基づき、各都道府県が認定を行っている農業者

（認定農業者）の愛称です。 

 

◆エコミュージアム ·································· P.35 

エコロジー（生態学)とミュージアム（博物館)とをつなぎ合わせた言葉で、ある地域において受け継がれ

てきた自然や文化、生活様式を含めた環境を総体として永続的な（持続可能な）方法で研究・保存・展示・

活用していくという考え方や活動のことです。 

 

◆SDGs ······································· P.2 

Sustainable Development Goals の略で，「持続可能な開発目標」と訳されています。国連加盟 193

か国が 2016 年から 2030 年の 15 年間で達成するために掲げた目標で，環境・経済・社会などの世界全

体のことについて，17のゴールとそれにぶら下がる 169のターゲット，そしてそれらの達成度合いを評価

する 232の指標で構成されており，政府・自治体・企業・個人といった全ての人々が目指すべき目標とさ

れています。 

 

◆温室効果ガス ···································· P.2 

地表から放出される赤外線を吸収する作用の大きいガスの総称で、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、

ハイドロフルオロカーボン、パーフルオロカーボン、六フッ化硫黄、三フッ化窒素などがあります。 

 

【か行】 

◆外来種被害予防三原則 ································ P.39 

環境省が提唱する、外来生物の被害を予防するための三原則です。悪影響を及ぼすおそれのある外来種を

自然分布域から非分布域へ「入れない」、飼養・栽培している外来種を適切に管理して「捨てない」（逃が

さない・放さない・逸出させないを含みます）、既に野外にいる外来種を他地域に「拡げない」（増やさな

いを含みます）の 3つにより構成されています。 

 

  



 

◆家庭用燃料電池（エネファーム） ··························· P.20 

都市ガスや LP ガスから水素を取り出し，空気中の酸素と反応させることで電気と熱を取り出すシステム

です。エネファームはエネルギー効率が非常に高く，発電時のエネルギーの約 90％を利用することができ

るため，環境に配慮した発電・給湯設備として注目されています。 

 

◆カーボンニュートラル ································ P.44 

 温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。 

 

◆簡易焼却炉 ····································· P.20 

家庭などに設置される、小型で簡易な焼却炉のことです。簡易な焼却炉や野焼きなどでは完全燃焼が難し

く、ダイオキシン類などの有害物質が発生するため、法規制に適応しない焼却炉は、一部の例外を除いて法

律により禁止されています。 

 

◆環境基準 ······································ P.17 

環境基本法第 16条に基づき定められている、「人の健康を保護し、及び生活環境を保全するうえで維持

されることが望ましい基準」です。現在は、大気汚染、水質汚濁（地下水含む）、土壌汚染及び騒音につい

て基準が定められています。 

 

◆環境配慮型製品 ··································· P.47 

製品の製造から廃棄までのライフサイクル全体において、環境負荷の低減を考慮した製品のことです。 

 

◆環境ひろば ····································· P.41 

市が毎年 6月に実施している、地球温暖化防止を目指して市民・事業者に省エネルギーや地域環境の保全

への取組について意識啓発を行うイベントです。 

 

◆環境保全型農業 ··································· P.37 

農業の持つ物質循環機能を生かして，生産性との調和などに留意しつつ，化学肥料や農薬の使用を軽減す

るなど、環境負荷に配慮した持続可能な農業のことです。 

 

◆環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質） ························ P.22 

環境の中にあって生物の生殖機能を乱すとされる化学物質のことで、ごく微量でも生体内に入るとホルモ

ンに似た働きをし、生殖器の発達や性行動に影響を及ぼします。汚染の実態や因果関係などはまだはっきり

しない面が多く、世界的に研究・調査が進められています。 

 

◆環境マネジメントシステム ······························ P.40 

事業者が自主的に環境保全に関する取組を進めるに当たり，環境に関する方針や目標等を自ら設定し，こ

れらの達成に向けて取り組む仕組みのことです（例：ISO14001・エコアクション 21など）。 

 

 



 

◆環境緑地保護地区 ·································· P.31 

市町村の市街地およびその周辺地のうち、環境緑地として維持または造成することが必要な地区のことで

す。北海道自然環境等保全条例に基づいて指定されます。 

 

◆北広島市公園等里親制度 ······························· P.37 

公園に愛着を持ってもらい地域の親睦を深めることを目的に、市民が身近な公園等をボランティアで管理

する制度です。 

 

◆空間放射線量率 ··································· P.16 

対象とする空間の単位時間当たりの放射線量のことで、空気吸収線量率とも呼ばれています。一般的に、

nGy/h（ナノグレイ/時）やμSv/h（マイクロシーベルト/時）といった単位で表現されます。 

 

◆国指定島松駅逓所 ·································· P.35 

駅逓所とは、交通が不便な地域に駅舎と人馬を備えて、宿泊と運送の便を図るために設置された北海道独

自の施設です。市の島松駅逓所は、1984 年に国の史跡に指定されており、現存する道内の駅逓所の中では

最古のものとなっています。 

 

◆グリーン購入 ···································· P.47 

消費者が、環境負荷ができるだけ小さい製品・サービスを優先して購入することです。 

 

◆グリーンコンシューマー ······························· P.44 

環境に配慮した行動をする消費者のことです。環境に配慮した製品が通常製品より高価でも、あえて購入

したりすることで、環境に配慮した商品が市場に出回ることを手助けします。 

 

◆グリーン・ツーリズム ································ P.38 

農業や漁業を楽しみながら地方に滞在し，地域の人との交流や，文化・自然を楽しむ休暇の過ごし方で

す。農村や漁村の活性化につなげることが目的となっています。 

 

◆クリーン農業 ···································· P.19 

北海道が推進する、農薬や化学肥料の使用を削減し、環境との調和に配慮して、より安全で高品質な農産

物を生産する農業のことです。 

 

◆合併処理浄化槽 ··································· P.21 

トイレの汚水と、台所・お風呂などの生活雑排水を一緒に処理できる浄化槽のことです。しくみは下水道

とほぼ同じで、下水管のない家庭専用の汚水・排水処理施設となります。 

 

 

 



 

 

【さ行】 

◆災害廃棄物 ····································· P.24 

災害によって発生した廃棄物のことです。廃棄物処理法上は災害廃棄物というくくりはないため，ほとん

どが一般廃棄物に該当します。 

 

◆最終処分場 ····································· P.25 

廃棄物は，資源化又は再利用される場合を除き，最終的には埋立処分又は海洋投入処分されます。最終処

分は埋立が原則とされており，その最終処分を行う施設が最終処分場です。北広島市では、回収したごみを

破砕して埋立を行っていますが、令和 6年度よりごみの広域処理（焼却処理）を行っていく予定です。 

 

◆再生可能エネルギー ································· P.42 

自然の営みから半永久的に得られ，継続して利用できるエネルギーの総称です。比較的短期間に再生が可

能であり，資源が枯渇しないため，地球環境への負荷が少ないエネルギーと言われています。「エネルギー

供給事業者による非化石エネルギー源の利用及び化石エネルギー原料の有効な利用の促進に関する法律（エ

ネルギー供給構造高度化法）」では，再生可能エネルギー源として，太陽光，風力，水力，地熱，太陽熱，

大気中の熱その他の自然界に存する熱，バイオマスと規定してます。 

 

◆サプライチェーン ·································· P.45 

製品の原材料の調達から、製造、在庫管理、配送、販売、消費までの全体の一連の流れのことです。 

 

◆酸性雨 ······································· P.46 

自然の雨はもともと弱い酸性を示していますが、それよりも酸性の強いｐH（水素イオン濃度）5.6 以下

の雨のことです。二酸化硫黄や窒素酸化物が原因で、河川や湖沼、土壌などを酸性化させて生態系に悪影響

を及ぼすほか、コンクリートを溶かす、金属を錆びさせるなどの被害を起こします。 

 

◆3010（さんまるいちまる）運動 ··························· P.30 

食品ロスを削減するための運動で、会食時や宴会時、開始後の 30分と終了前の 10 分には自席に戻って

食事に集中することです。まだ食べられるのに捨てられてしまう食品を減らすために、環境省や農林水産省

が推進しています。 

 

◆次世代自動車 ···································· P.20 

ガソリンなどの化石燃料の使用をゼロまたは大幅に減らして，環境負荷を和らげる自動車のことです。日

本政府では，ハイブリッド自動車（HV），プラグインハイブリッド自動車（PHV），電気自動車（EV），

燃料電池自動車（FCV），クリーンディーゼル自動車（CDV），天然ガス自動車（CNG）の 6 種類を次世

代自動車としています。 

 

 

 

 



 

◆市民農園 ······································ P.34 

都市の住民の方々がレクリエーションなどの目的で、小面積の農地を利用して野菜や花を育てるための農

園のことです。 

 

◆森林環境譲与税 ··································· P.36 

喫緊の課題である森林整備に対応するために、交付税および譲与税配付金特別会計における借入金を原資

として譲与されているもので、令和元年度から開始されています。市町村や都道府県に対して、私有林人工

林面積・林業就業者数・人口による客観的な基準で按分されています。 

 

◆森林経営管理制度 ·································· P.36 

適切な経営管理が行われていない森林の経営管理を、林業経営者に集積・集約化するとともに、それがで

きない森林の経営管理を市町村が行うことで、森林の経営管理を確保し、林業の成長産業化と森林の適切な

管理の両立を図ることを目的とした制度で、令和元年度から開始されています。これまで経営管理されてき

た森林はそのままに、現在経営管理が行われていない森林が対象となります。 

 

◆食品ロス ······································ P.28 

本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。日本の食品ロスは，事業者からのものが 5割強，

家庭からのものが 5割弱となっているため，家庭・事業者ともに意識して食品ロスを減らしていくことが必

要となっています。 

 

◆水素エネルギー ··································· P.45 

水素を燃料としたエネルギーのことです。水素は地球上に豊富に存在しており，燃焼させても水を生成す

るのみであることから，極めてクリーンな燃料です。 

 

◆ストック ······································ P.26 

上下水道や廃棄物処理施設も含めた公共施設、交通インフラ、エネルギーインフラ等の建築物のことで

す。 

 

◆３Ｒ ········································ P.14 

循環型社会を実現するための考え方で、リデュース（Reduce：廃棄物を出さない）、リユース（Reuse

：再使用する）リサイクル（Recycle：再資源化する）の略称です。 

 

◆生物多様性 ····································· P.14 

地球上のあらゆる生物種の多様さを意味し、①生物種の数が多いという「種間の多様性」、②同じ種の中

でもそれぞれの個体が有している遺伝形質が異なるという「種内の多様性（遺伝子の多様性）」、③これら

の生物とその生育環境からなる生態系が多様であるという「生態系の多様性」という３つのレベルの多様性

を含んでいます。 

 

 

 



 

◆ZEH
ゼ ッ チ

（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）、ZEB
ゼ ブ

（ネット  ・ゼロ・エネルギー・ビル） · P.20 

太陽光パネルなどでつくった再生可能エネルギーの量が，１年間に消費したエネルギーの量よりも多い，

あるいは差がゼロになる住宅や建物のことで、創エネ量が大きく，省エネ性の高い住宅や建物をいいます。 

 

【た行】 

◆ダイオキシン類 ··································· P.19 

きわめて毒性の高い有機塩素化合物で、ポリ塩化ジベンゾーパラージオキシン（PCDD）、ポリ塩化ジベ

ンゾフラン（PCDF）、コプラナーPCB の総称です。 

 

◆大腸菌群数 ····································· P.17 

水質汚濁を示す指標の一つで、人間又は動物の排泄物による水の汚染を知るために使われます。大腸菌群

の中には、水、土壌など自然界に分布する土壌性大腸菌と、人間や動物の腸内に生息しているふん便性大腸

菌があります。 

 

◆地域公共交通活性化協議会 ······························ P.46 

市の地域公共交通網形成計画の作成や、実施に係る協議、計画策定後の進行管理等を行うことを目的に設

置される協議会です。地域公共交通網形成計画とは、地方公共団体が中心となり、交通事業者や住民などの

地域の関係者と協議しながら、地域の移動ニーズを踏まえて交通をデザインしていくための計画です。 

 

◆蓄電池 ······································· P.20 

充電によって繰り返し使用できる電池です。鉛蓄電池，ニッケル水素電池，リチウムイオン電池などの種

類があり，バッテリーや二次電池とも呼ばれています。気象条件に左右されやすい太陽光発電や風力発電の

出力変動抑制や，電力需給のピークカット，停電時のバックアップなどに使われています。 

 

◆窒素酸化物（NOx） ································· P.16 

一酸化窒素（NO）と二酸化窒素（NO２）の総称です。自動車や工場などの排ガスに含まれ、呼吸機能の

低下を引き起こすほか、雨に溶けると酸性雨の原因になります。自動車、ボイラー、焼却炉などが発生源と

なります。 

 

◆千歳川水系水質保全連絡会議 ····························· P.17 

北広島市、江別市、恵庭市、千歳市、長沼町、南幌町の４市２町、石狩振興局・空知総合振興局及び江別

市浄水場、石狩東部広域水道企業団、長幌上水道企業団が参加する、千歳川の水質保全を目的とする組織で

す。 

 

◆鳥獣保護区 ····································· P.31 

鳥獣の保護繁殖を図ることを目的に，鳥獣保護管理法に基づいて環境大臣や都道府県知事が指定する区域

のことです。鳥獣保護区の存続期間は 20年以内と定められており，必要に応じて更新されます。 

 

 



 

◆低周波音 ······································ P.22 

一般に周波数 100ヘルツ以下の音を指し、住宅などの建物建具の「がたつき」として現れたり、人体へ

の種々の影響を与えるといわれています。 

 

 

◆出前講座 ······································ P.41 

市の担当職員が、講座を希望する 5人以上の団体やグループに伺い、市の施策や制度などを説明する講座

です。令和 2 年度時点では、138の講座メニューが用意されています。 

 

◆電動生ごみ処理機 ·································· P.27 

生ごみの減量化・堆肥化を行う電動式の機器のことです。大きく分けて、温風によって乾燥処理を行う乾

燥式と、バイオチップに含まれた微生物で分解を行うバイオ式の 2 種類があります。 

 

◆特定外来生物 ···································· P.32 

外来生物（もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地域から入ってきた生物）であ

って、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から外

来生物法によって指定されるものです。これらは飼養、栽培、保管、運搬、輸入といった取扱いが規制され

ています。 

 

【な行】 

◆生ごみ堆肥化容器（コンポスト） ··························· P.27 

生ごみの堆肥化を行う容器のことです。生ごみを投入した後、乾いた土や落ち葉・雑草などの有機物を入

れ、それらの微生物によって発酵・分解を行い、堆肥（コンポスト）を作ります。 

 

◆二酸化鉛法 ····································· P.23 

硫黄酸化物の大気汚染を測定する方法のひとつで、以前は環境基準が設定されている二酸化いおうの測定

に使われていました。環境基準達成状況の確認に必要な 1 時間値の測定はできませんが、約 1ヶ月の平均濃

度を把握できることや、測定が簡単なので多数の地点で測定を行えるなどの特徴があります。 

 

◆農業用排水機場 ··································· P.37 

大雨による農地や農業用施設などへの水害を防止するため、ポンプによって雨水を川や海に排水するため

の施設のことです。 

 

【は行】 

◆パークアンドライド ································· P.46 

自宅から自家用車で最寄りの公共交通機関まで行き、車を駐車した後、公共交通機関を利用して目的地に

向かうシステムのことです。都市部や観光地の渋滞緩和や、それに伴う排気ガスの削減が期待されていま

す。 

 



 

◆バイオガス ····································· P.14 

バイオマス燃料の一つで、有機性廃棄物（生ゴミ等）や家畜の糞尿などを発酵させて得られる可燃性のガ

スです。北広島市で設置している施設は、収集された生ごみと下水汚泥などをタンク内でメタン発酵させる

ものです。残った汚泥は乾燥させて肥料として利用し、発酵過程で発生したメタンガスは汚泥を乾燥させる

ための燃料の一部として利用しています。 

◆パリ協定 ······································ P.2 

2015 年 12月に採択された，気候変動に関する国際的枠組みで，1997年に採択された京都議定書の後

継となるものです。途上国を含むすべての参加国に，温室効果ガスの排出削減・抑制目標が定められていま

す。 

 

◆BOD（生物化学的酸素要求量） ··························· P.23 

水中の有機物による汚濁の程度を示す指標の一つです。水中の有機物が微生物によって分解される際に消

費される酸素量を示したもので、この値が大きいほど水が有機物により汚濁していることを示します。 

 

◆微小粒子状物質（PM2.5）······························ P.20 

大気中に浮遊する粒子状物質のうち，粒径が 2.5μm（マイクロメートル：μm＝100万分の 1m）以下

の小さな粒子状物質のことです。呼吸器の奥深くまで入り込みやすいことなどから，人への健康影響が懸念

されており，中央環境審議会における審議を経て，2009（平成 21 年９月），PM2.5に係る環境基準が告

示されています。 

 

◆FIT 売電 ······································ P.42 

FIT 法（再生可能エネルギーの固定価格買取制度）に基づいて行われる売電のことです。再生可能エネル

ギーの普及拡大を目的としており、再生可能エネルギー発電事業者は，発電した電気を電力会社などに，一

定の価格で一定の期間にわたり売電することができます。 

 

◆FEMS
フ ェ ム ス

（ファクトリーエネルギーマネジメントシステム） ················ P.47 

 工場内での省エネルギー・省 CO₂を促進するため、エネルギーの使用状況を表示し、空調や照明、製

造ラインの機器が最適な運転となることを促すエネルギー管理システム。 

 

◆フロン等 ······································ P.46 

炭化水素に塩素、フッ素が結合した化合物の総称です。特にオゾン層を破壊しやすい物質は「特定フロ

ン」と呼ばれ、クロロフルオロカーボン、ハロン、四塩化炭素、1.1.1-トリクロロエタン、ハイドロクロロ

フルオロカーボンなどが指定され、生産、輸出入の全廃、回収、破壊処理が進められています。 

 

◆HEMS
ヘ ム ス

（ホームエネルギーマネジメントシステム） ··················· P.47 

 住宅全体での省エネルギー・省 CO₂を促進するため、エネルギーの使用状況を表示し、空調や照明等の機

器が最適な運転となることを促す住宅のエネルギー管理システム。 

 



 

 

◆ＢＥＭＳ
ベ ム ス

（ビルエネルギーマネジメントシステム） ··················· P.48 

 建築物全体での徹底した省エネルギー・省 CO₂を促進するため、エネルギーの使用状況を表示し、照明や 

空調等の機器・設備について、最適な運転の支援を行うビルのエネルギー管理システム。 

 

◆ボトル to ボトル ·································· P.45 

 使用済みペットボトルを原料化し、新たなペットボトルに再利用すること。 

 

【ま行】 

◆MaaS ······································· P.46 

モビリティ・アズ・ア・サービス（Mobility as a service）の略称です。ICT を活用して交通をクラウド

化し、マイカー以外の全ての交通手段を 1 つのサービスとして捉え、シームレスにつなぐ新たな移動の概念

です。発達中の新しいサービスのため、先行している海外でも定まったものがない状態で、定義や範囲に違

いがある現状となっています。 

 

◆マイクロプラスチック（海洋プラスチック） ······················ P.28 

大きさが 5mm 以下の微小なプラスチック粒子を指します。プラスチックには，自然分解されず半永久的

に残る，汚染物質を吸着しやすいといった特徴があるため，ポイ捨てされたプラスチック容器などが摩耗し

ながら海へ流され，海洋生物が餌と間違えて誤食してしまうことで毒性が蓄積していき，最終的にそれらを

食べる動物や人間に悪影響を及ぼすことが懸念されています。マイクロプラスチックが一度環境に広がって

しまうと，回収して除去することが極めて困難であるため，発生源であるプラスチックの使用を禁止するな

ど，根本的な対策が必要となっています。 

 

◆ミックスペーパー ·································· P.27 

レシートや包装紙など、古紙以外の汚れていないリサイクルできる紙類のことです。資源回収の対象物で

ある古紙（新聞紙・雑誌・ダンボール・牛乳パック）や、油紙・ウェットティッシュ・ラベル及びステッカ

ー・シール台紙・汚れが著しいもの以外の紙が該当します。 

 

◆緑のまちづくり基金 ································· P.28 

北広島市が市民とともに緑化を推進し、緑あふれる美しいまちづくりを行う事業に要する費用に充てるた

め、条例に基づき積み立てている基金のことです。 

 

◆モビリティ・マネジメント ······························ P.46 

一人一人のモビリティ（移動）が、過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切に利用する方向へ自

発的に変化することを促す、コミュニケーション施策を中心とした交通政策のことです。人々の意識に働き

かけるコミュニケーション施策を大規模に実施し、交通行動に変革を行う一方で、様々な交通システムやそ

の運用の改善をバランス良く進めていきます。 

 

 



 

【や行】 

◆遊水池 ······································· P.46 

河川に接する土地の一部を堤防で囲み、その中を掘り下げて造る治水施設です。洪水時に、河川からの水

を流入させて一時的に貯留し、流量の調節を行います。池や湖沼、空き地・原野なども該当します。 

 

◆要請限度 ······································ P.19 

騒音規制法において、自動車騒音がこの限度を超えていることにより道路の周辺の生活環境が著しく損な

われている場合、都道府県知事が都道府県公安委員会に交通規制等の措置をとるよう要請することができる

とされている限度のことです。 

 

【ら行】 

◆6 次産業化 ····································· P.38 

1 次産業としての農林漁業、2次産業としての製造業、3 次産業としての小売業等の事業を総合的・一体

的に推進し、農山漁村の地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取組です（1次 × 2 次 × 3 次 ＝ 

6 次産業）。これにより農山漁村の所得の向上や雇用の確保を目指しています。 

 

◆リサイクル率 ···································· P.25 

収集されたごみや持ち込まれたごみのうち、どれだけが資源化されたのかを示した割合です。環境省では、

「（直接資源化量+中間処理後再生利用量+集団回収量）/（ごみ処理量+集団回収量）×100」によってリサ

イクル率を算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


